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特
集

　 

「
令
和
」
ス
タ
ー
ト　

我
が
町
の
「
平
成
」
を
振
り
返
る

５
月
１
日
か
ら
新
元
号
「
令
和
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
８
９
年
１
月
８
日
に
始
ま
っ
た
平
成
は
、
約
30
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

新
た
な
時
代
へ
の
希
望
を
胸
に
、
我
が
町
の
平
成
時
代
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
す
。

平成元年 11 月

辰野町友好都市提携
「両町民が行政・産業・教育・文化等の交流

を通じ相互に理解を深め友好親善を促進し、

地域の発展と文化の創造に貢献することを

確信します。今日ここに、鋸南町と辰野町

は固い絆で結ばれ友好提携する」と宣言し、

鋸南町と長野県辰野町との友好都市提携を

締結しました。

平成５年２月

県営かんがい排水事業・
佐久間ダムが完成
昭和 52 年度県営かんがい排水事業に

着手以来 16 年余の歳月と 47 億 7,000

万円の事業費を要し、鋸南町の水

田 245 ヘクタールを潤す有効貯水量

121.6 万トンの佐久間ダムと 5.7 キロ

メートルに及ぶ幹線用水路が完成しま

した。

平成７年３月　

町立鋸南中学校が竣工
中学校統合建設の話が持ち上がったの

が昭和 50 年代のはじめ。以来 20 年近

くの歳月を費やし鋸南中学校が完成し

ました。建設工事は、平成５年１月に

始まった用地造成工事から本格化し、

校舎建設、グラウンド造成、大六川河

川改修、通学路の新設及び改修等、多

岐にわたって行われ、平成３年 11 月

に統合中学校建設にゴーサインが出て

から３年４ヶ月の歳月と 50 億 3,890

万９千円を要しました。

平成 11 年４月

白石町政スタート
統一地方選挙に伴って執行された４月 25 日の鋸南町長選挙は、白石治和氏が初当選
しました。この選挙では、富永前町長の引退に伴い、新人４人が立候補する近来まれ
にみる激しい選挙戦が繰り広げられ、投票率も 90.58％を記録しました。

平成 11 年３月　

一般国道 127号
富津館山道路供用開始
昭和 62 年から工事が続けられていた国道 127 号富津館山道路が、３月 27 日、着工
から 12 年を経て、富津竹岡インターチェンジから鋸南富山インターチェンジ間（延
長 11.0 ｋｍ）の部分供用を開始しました。
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平成 14 年１月

町営循環バス運行開始
平成 14 年１月１日から町営循環バスの運行が開始さ
れました。大崩発着場から保田方面を経由して佐久間・
勝山を回る「赤バス」と大崩発着場から佐久間方面を
経由して勝山・保田を回る「青バス」。この２台による
町内を循環が始まりました。

平成 16 年 11 月

自律に向け再スタート
白石町長は、２期目の途中の安房地区８町村の合併協議からの離脱を巡って辞職。これに伴う出
直し選挙で、白石町長が２人の候補を抑えて再当選を果たし、「合併」ではなく「自律」を選択
しました。

平成 21 年 11 月　

鋸南町誕生 50周年記念式典挙行
昭和 34 年３月に旧保田町と旧勝山町が合
併して鋸南町が誕生した 50 年の節目を
迎え、11 月１日に記念式典が挙行されま
した。式典では、白石町長が「住んでい
てよかった、移り住みたい、訪れたいと
実感できる町を住民と行政が一体となっ
て構築していきたい、直面する課題にひ
るむことなく、将来を担う子や孫の世代
が誇りを持てる郷土づくりに傾注したい」
と式辞を述べました。

「平成」の軌跡
平成元年　町誕生 30 周年記念式典挙行
　　３年　保田幼稚園新園舎、Ｂ＆Ｇ海洋センター完成
　　４年　学校給食センター完成
　　７年　保健福祉総合センター完成
　１３年　「頼朝桜（河津桜）」の植栽開始
　　　　　学童保育所を公設公営で開設
　１５年　老人福祉センター「笑楽の湯」完成

　２０年　勝山・佐久間小学校統合、勝山小学校新校舎棟完成
　　　　　保田・勝山保育所統合、鋸南保育所スタート
　２１年　保田・勝山幼稚園統合、鋸南幼稚園スタート
　２７年　都市交流施設・道の駅保田小学校オープン
　２９年　学童保育所完成
　３０年　旧佐久間小学校に「バーベキューハウス佐久

間小学校」完成
　　　　　幼稚園新園舎完成

平成 26 年３月　

勝山小学校・保田小学校閉校
明治 21 年創立の保田小学校、明治 38 年創立の勝山小学
校は平成 26 年３月をもって閉校となりました。平成 26
年４月からは両小学校が統合し、鋸南小学校として新し
くスタートしました。
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桜まつり　にぎわいイベント

スカッシュ全日本選手権で大活躍！

入園・入学おめでとう

　３月 31 日、佐久間ダム公園で恒

例の「桜まつりにぎわいイベント」

が開催されました。

　観光大使のＧ・Ｍナイルさんの

オープニングメッセージでスター

ト。ＢＯＳＯ娘の歌とダンス、網代

やすおさんの歌謡ショー、よさこい

ソーラン、木更津総合高校の和太鼓

演舞、プルメリア鋸南のフラダンス

や空間工房の演奏が披露されまし

た。

　この他、もちつきや野点、商工会

青年部の大抽選会等も行われ、3,500

名の人が花見を楽しみました。

　４月８日に中学校入学

式、４月９日に幼稚園入園

式・小学校入学式が行われ

ました。今年は、幼稚園に

は 23 名、小学校には 41 名、

中学校には 42 名が仲間入

りしました。

　３月 26 日から 28 日に神奈川県横浜市で行われた第

23 回全日本ジュニアスカッシュ選手権に鋸南クロスス

ポーツクラブジュニアスカッシュチームの選手が 11 名

参加しました。

　この大会は全国から 180 名を超える選手が集まり、

同チームからは、篠宮尊選手（鋸南小 6年 )がアンダー

13 男子の部で優勝、平野未悠選手

( 翔凛高校 2 年 ) がアンダー 19 女

子の部で 3位、柴田真奈選手（鋸南

小 6 年）がアンダー 13 女子の部で

3位入賞を果たしました。

幼稚園　入園式の様子
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令和元年度区長会役員紹介

消防団幹部の紹介

会長　横瀨 幸雄 副会長　渡邉　謙一 副会長　平田　幸雄

本 郷 浜 川﨑　良一
中 道 台 岩城　志郎
芝 台 川﨑　滿
中 原 清水　良祐（理事）
本 郷 上 福原　照夫
大 帷 子 下 古海　延康
大 帷 子 上 高橋　一利
元 名 山口　治一（理事）
江 月 能城　広之

吉 浜 渡邉　謙一（副会長）
大 六 川﨑　順一（理事）
小 保 田 岡本　譲
市 井 原 矢生　康
横 根 金木　芳夫
大 崩 髙濱　衛
奥 山 朝倉　信
上 佐 久 間 戸倉　庸雄（理事）
中 佐 久 間 山野　重（理事）

両 向 富永　政治
本 郷 横瀨　幸雄（会長）
田 町 富田　忠昭
竜 島 菊間　幸一

町 佐久間　一
内 宿 福岡　正年
仁 浜 鈴木　若雄（理事）
岩 井 袋 平田　幸雄（副会長）

（敬称略）

○第１分団
　（分団員 40 名）
副分団長　久保田　誠
部　　長　厚海　佑輔
消防班長　松浮　栄一
給水班長　富永　悠佑
破壊班長　金木　直
連絡班長　小島　竜一

○第２分団
　（分団員 35 名）
副分団長　鈴木　務
部　　長　夘月　俊介
消防班長　杉田　幸俊
給水班長　山根　慎平
破壊班長　山賀　康裕
連絡班長　宮原　潤一

○第３分団
　（分団員 31 名）
副分団長　川﨑　貴洋
部　　長　小笠原一真
消防班長　岩﨑　雄也
給水班長　飯塚　和之
破壊班長　岡村　昭典
連絡班長　金木　隆裕

○第４分団
　（分団員 32 名）
副分団長　柴田　学
部　　長　重田　泰一
消防班長　笹生　達介
給水班長　川﨑　浩平
破壊班長　戸田　一仁
連絡班長　岩﨑　大輔

○女性消防団
　（団員 14 名）
班　長　豊田　知恵子
班　長　二本栁　則子

４月 11 日、今年度第 1 回区長会が開

催され、会長に本郷区・横瀨幸雄区長、

副会長など８名の役員が選出されまし

た。役員及び各区長を紹介します。

　今年度の消防団の現有勢力は、団員数は大胡団長以下 156 名、車両は水槽付ポンプ自動車５台、軽消防

自動車１台、救助資機材搭載車１台の計７台となっています。

　団長をはじめとする本部役員及び新たに任命された各分団の分団長以下役員を紹介します。
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団長　大胡 昌広

分団長　福原　久之

分団長　川名　智久

分団長　渡邉　研太

分団長　秋良　優介

部長　西﨑　祐美子

副団長　長谷川 久和 副団長　笹生 茂和 副団長　小髙 友博

（敬称略）



健 康 通 信

鋸
南
町
誕
生

も
の
も
ら
い

歴 資
料
館

史
　

鋸
南
町
は
今
年
で
還か

ん
れ
き暦

を
迎
え
ま
す
。

誕
生
六
十
周
年
な
の
で
す
。
そ
も
そ
も
還

暦
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。

十じ
ゅ
う
に
し

二
支
で
年
を
表
す
の
は
わ
か
り
ま
す

ね
。
子ね

、
丑う

し

、
寅と

ら

、
卯う

、
辰た

つ

、
巳み

、
午う

ま

、

未ひ
つ
じ、

申さ
る

、
酉と

り

、
戌い

ぬ

、
亥い

。
実
は
そ
れ
に
さ

ら
に
十じ

っ
か
ん干

と
い
う
も
の
が
上
に
付
き
ま

す
。
甲

き
の
え

、
乙

き
の
と

、
丙

ひ
の
え

、
丁

ひ
の
と

、
戊

つ
ち
の
え、

己
つ
ち
の
と、

庚
か
の
え

、

辛か
の
と、

壬
み
ず
の
え、

癸
み
ず
の
と。

　

こ
の
十
干
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
で
行

く
と
、た
と
え
ば
最
初
が
甲き

の
え
ね子

と
す
る
と
、

次
の
年
は
乙

き
の
と
う
し

丑
、
丙

ひ
の
え
と
ら

寅
…
と
続
き
、
六
十

通
り
の
パ
タ
ー
ン
が
出
来
ま
す
。
六
十
年

後
に
再
び
甲
子
の
年
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
六
十
年
で
暦
が
も
と
に
還か

え

る
と
い
う

意
味
で
還
暦
と
言
う
の
で
す
。

　

今
年
は
亥
年
で
す
が
、
正
確
に
は
己

つ
ち
の
と
い亥

の
年
で
す
。そ
し
て
ち
ょ
う
ど
六
十
年
前
、

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
が
己
亥
の

年
で
し
た
。
鋸
南
町
が
誕
生
し
た
の
は
、

こ
の
年
で
す
。

　

さ
て
、
町
村
合
併
は
昔
も
一
筋
縄
で

は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
戦
後
の

建
て
直
し
を
目
指
す
日
本
は
、
地
方
分

権
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
町
村
合
併
促
進
法
を
公
布

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
千
葉
県
で
は

二
八
四
市
町
村
が
三
年
後
に
は
一
〇
五
市

町
村
と
な
り
ま
す
。
佐
久
間
村
と
勝
山
町

が
合
併
し
た
の
が
こ
の
時
、
昭
和
三
十
年

の
こ
と
で
す
。

　

江
戸
時
代
ま
で
の
行
政
単
位
の
村
々
が

明
治
以
降
合
併
を
繰
り
返
し
、
こ
の
頃
、

安
房
郡
の
北
西
部
は
十
町
村
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
保
田
町
、
勝
山
町
、

佐
久
間
村
、
岩
井
町
、
平へ

ぐ
り群

村
、
富
浦
町
、

八や
つ
か束

村
、稲い

な
み
や都

村
、国こ

く
ふ府

村
、滝
田
村
で
す
。

こ
の
内
、
稲
都
、
国
府
、
滝
田
が
合
併
し

三み
よ
し芳

村
と
な
り
ま
す
。
次
に
富
浦
、
八
束

が
合
併
し
富
浦
町
と
な
り
、
残
る
鋸
南
地

区
五
カ
町
村
で
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
岩
井
、
平
群
は
庁
舎
の
位
置

で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
離
脱
。
合
併
し
て

富
山
町
と
な
り
ま
す
。
保
田
と
勝
山
は
互

い
に
観
光
立
町
を
目
指
し
、
自
立
性
が
高

く
、
な
か
な
か
話
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

保
田
は
隣
り
の
金
谷
村
と
の
合
併
さ
え
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
、

勝
山
は
ま
ず
佐
久
間
と
合
併
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
郡
境
を
ま
た
い
で
の
金
谷
と
の

合
併
は
、
や
は
り
む
ず
か
し
く
、
保
田
は

孤
立
し
か
ね
な
い
状
況
と
な
り
、
つ
い
に

保
田
町
と
勝
山
町
は
将
来
の
飛
躍
発
展
を

期
し
合
併
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
三

月
三
十
日
の
こ
と
で
す
。
新
町
名
は
、
や

は
り
名
山
鋸
山
の
南
に
育
ま
れ
た
歴
史
を

有
す
る
地
域
と
し
て
、「
鋸
南
町
」
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
。

　｢

も
の
も
ら
い｣

に
は
、｢

霰さ
ん
り
ゅ
う粒

腫し
ゅ｣

、｢

麦
ば
く
り
ゅ
う
し
ゅ

粒
腫｣

、｢

マ
イ
ボ
ー
ム

腺
梗
塞
・
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
炎｣

と
い

う
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
ぶ
た
の
キ

ワ
に
は
、
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
、
ツ
ァ
イ

ス
腺
、
モ
ー
ル
腺
な
ど
と
い
う
涙
の

成
分
を
分
泌
し
て
い
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
が
詰
ま
っ
て
、

中
に
脂
の
塊
が
プ
チ
プ
チ
と
で
き
る

の
が｢

マ
イ
ボ
ー
ム
腺
梗
塞｣

、詰
ま
っ

た
こ
と
が
原
因
で
炎
症
が
起
き
て
肉

の
塊
が
出
来
て
く
る
の
が｢

霰
粒
腫｣

で
す
。｢

霰
粒
腫｣

は
非
感
染
性
炎
症

性
肉
芽
腫
と
い
っ
て
、
コ
ロ
コ
ロ
し

た
肉
の
塊
が
特
徴
的
で
す
。
基
本
的

に
は
痛
み
を
伴
わ
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
急
性
炎
症
を
起
こ
す
と

そ
の
周
囲
が
化
膿
し
て
膿
が
た
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
霰
粒
腫
の
治
療

は
、
小
さ
く
な
る
の
を
待
つ
の
が
基

本
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
薬
や

切
開
し
た
ほ
う
が
よ
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
に
細
菌
感
染

を
起
こ
し
た
の
が｢

マ
イ
ボ
ー
ム
腺

炎｣

、
ツ
ァ
イ
ス
腺
、
モ
ー
ル
腺
に
細

菌
感
染
を
起
こ
し
た
も
の
が｢

麦
粒

腫｣

で
す
。 

こ
れ
は
化
膿
し
て
中
に

膿
が
た
ま
っ
て
き
ま
す
。
抗
生
物
質

の
目
薬
、
内
服
薬
な
ど
で
細
菌
を
抑

え
て
い
き
ま
す
。
膿
の
量
が
多
い
場

合
に
は
切
開
し
ま
す
。
麦
粒
腫
は
炎

症
が
お
さ
ま
れ
ば
数
日
で
治
り
ま
す

が
、
霰
粒
腫
は
、
同
じ
状
態
の
ま
ま

何
か
月
も
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。  

　
も
の
も
ら
い
の
い
ち
ば
ん
の
原
因

は
ま
ぶ
た
周
辺
が
不
衛
生
に
な
る
こ

と
で
す
。
と
く
に
若
い
女
性
の
場
合
、

ま
つ
げ
の
内
側
ま
で
メ
イ
ク
を
し
て

い
る
と
、
分
泌
腺
の
出
口
が
メ
イ
ク

で
ふ
さ
が
れ
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
装
用
の
方
、
に

き
び
が
で
き
や
す
い
方
も
も
の
も
ら

い
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
代
で
み
る
と
、
10
代
か
ら
30

代
の
人
に
多
く
、
季
節
的
に
夏
場
や

季
節
の
変
わ
り
目
に
比
較
的
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
も
の
も
ら
い
で
か
ゆ
み

や
痛
み
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
眼

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ち
な
み
に
も
の
も
ら
い
と
い
う
呼

び
名
は
、「
三
軒
の
家
か
ら
米
を
も

ら
っ
て
食
べ
る
と
治
る
」
と
い
う
よ

う
な
民
間
療
法
の
言
い
伝
え
か
ら
つ

け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
地
方
に
よ
っ

て
ほ
か
の
呼
び
名
（
め
い
ぼ
・
め
ば

ち
こ
・
め
っ
ぱ
な
ど
）
も
つ
い
て
い

ま
す
。

連
載
三
一
九
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介
護

新
聞

福 

寿 

草

き
ょ
な
ん
健
幸
隊

介
護
予
防
研
修
会

　

中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
国
際
武
道

大
学
教
授
の
中
島
一
郎
先
生
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
頭
と
身
体
を
楽
し
く
動

か
し
ま
し
た
。
運
動
を
行
う
際
の
留
意

事
項
と
し
て
以
下
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

１�

．
水
分
を
早
め
、
こ
ま
め
、
多
め
に

と
り
ま
し
ょ
う
！

２�

．
力
を
入
れ
た
り
筋
肉
を
伸
ば
す
運

動
は
、“
息
を
吐
き
だ
し
な
が
ら
”

行
う
の
が
原
則
！

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

＆
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

　

災
害
時
に
備
え
、
本
郷
長
寿
会
と
田

子
の
会（
両
向
）の
有
志
の
方
々
が
、「
城

西
大
学
鋸
南
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
入
口

前
の
坂
道
を
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

海
抜
60
m
ま
で
上
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
14
人
、
な
ん
と
、
95
歳
の

方
が
、
坂
を
上
り
き
り
、
参
加
者
全
員

で
、「
素
晴
ら
し
い
」
と
健
闘
を
称
え

す
こ
や
か
保
田
教
室
の

ご
紹
介

　

毎
週
月
曜
日
の
13
時
30
分
～
15
時
30

分
に
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
す
こ

や
か
」の
集
団
指
導
室
に
集
ま
り
、笑
っ

て
楽
し
く
頭
と
身
体
を
動
か
し
、
ポ
ー

ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
第
３
週
の
月
曜
日
に
は
、
気
功
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
1

回
は
バ
ス
を
貸
し
切
り
、
日
帰
り
旅
行

に
出
か
け
ま
す
。

　

ま
だ
、
参
加
し
て
い
な
い
方
、
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

合
い
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、
本
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
鍋
と
火
が

あ
れ
ば
で
き
る
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
簡
単
に
出
来
て
、
お

い
し
く
て
び
っ
く
り
で
し
た
。
ま
た
、

み
ん
な
で
歩
き
、
坂
を
上
っ
た
後
の
温

か
い
そ
う
め
ん
と
プ
リ
ン
と
お
弁
当
は

一
段
と
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

浮遊スカーフを片手で投げてつかむ体操

城西大学鋸南セミナーハウス入口にて

本郷コミュニティセンターでのパッククッキング

材料を耐熱用の袋に入
れ、鍋で煮て、温かい
そうめんとプリンの出
来上がり

保健福祉総合センター「すこやか」の桜の木の下で
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　介護保険サービスを利用していない 65歳以上の
方を対象に、介護予防健診を実施します。
　昨年受診された方と 75 ～ 79 歳の方には個別通
知をします。個別通知がない方も受診可能ですので
お問い合わせください。

▶内　容
　口腔機能測定 ( 飲み込みなど )、身長体重測定、
10m歩行速度、２ステップ、握力測定、姿勢チェッ
クと歩行バランスチェック、立ち上がりテスト、頭
の元気度測定 (タッチエムなどによる )
＊それぞれ測定が終わった方からお帰りになれます。
▶対象地区および日程
佐久間地区
　６月 14日（金）　10:30 ～ 12:00
　老人福祉センター「笑楽の湯」�2 階

保田地区
　６月 14日（金）　14:00 ～ 16:00
　保健福祉総合センター「すこやか」�１階集団指導室
勝山地区
　６月 28日（金）　14:00 ～ 16:00
　役場�３階大会議室
※�個別通知が届いた方は、基本チェックリストをご
記入の上ご持参ください。
※�老人福祉センター・保健福祉総合センターをご利
用の方はシューズ型の室内ばきをご用意ください。
※�対象地区の日程以外でもご都合のよい会場で受け
られます。
▶申込み・問合せ先
地域包括支援センター (保健福祉課内 )　
　☎ 50-1172

▶�風しんの予防接種は、現在、予防接種法に基づき
公的に行われています。しかし、公的な接種を受
ける機会がなかった昭和 37年４月２日から昭和
54 年４月１日の間に生ま
れた男性は、抗体保有率が
他の世代に比べて低く ( 約
80％ ) なっています。

▶�そのため、令和 4年３月 31
日までの期間に限り、昭和
37 年４月２日から昭和 54
年４月１日の間に生まれた
男性を風しんの定期接種※
の対象者とし、クーポン券
をお届けします。　
※�予防接種法（昭和 23年法律
第 68号）第５条第１項の規
定に基づく定期の予防接種

▶�対象者の方には、お届けす
るクーポン券を利用して、
まず抗体検査を受けていた

だき、抗体検査の結果、十分な量の抗体がない方
は、定期接種の対象となります。

介護予防健診 生涯現役で楽しく元気に暮らすために、普段なかなか自覚しにくい体や
頭の元気度を年 1回、介護予防健診でチェックしましょう！

風しん抗体検査 ･予防接種 令和４年３月 31日までの３年間に限り、公
費で受けられます。

☎☎

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集
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　平成 29・30 年度に申し込まれた方、平成 31年
度けんしん登録申込書で申し込み済みの方は、５月
上旬に受診のご案内をお送りする予定です。ご案内
が届いたら、ご自身で受診の予約をしてください。
なお、登録の医療機関を変更したい場合はお申し出
ください。
　登録・申し込みされていない方で、平成 31年度
に受診を希望する方はお申し込みください。

▶対象者
鋸南町に住民票を有する 30歳以上の女性
▶検診内容
　30～ 39歳　エコー検査
　40～ 49歳　マンモグラフィー２方向検査
　＊ 41歳は無料
　50歳以上　��マンモグラフィー１方向検査
　※年齢は年度末の年齢
▶自己負担金
　エコー検査　700円
　マンモグラフィー検査　800円

▶各医療機関の検診日程
①安房地域医療センター
５月 20日（月）～令和２年１月 31日（金）
＊土日の検査日有
バスの送迎は５月 20、21、22、27、28、29日
の予定です。
②亀田クリニック
６月３日（月）～令和２年１月 31日（金）
月～土曜日
▶申込み・問合せ先
保健福祉課へ電話でお申し込みください。
５月９日（木）～ 12月 12日（木）
8:30 ～ 17:15
保健福祉課健康推進室　☎ 50-1172

　廃棄物処理法に基づき、家庭や事業所から出たご
みを庭や空き地に置いたドラム缶やブロックで囲ん
だ焼却炉を使用しての野外焼却（いわゆる「野焼き」）
は、一部の例外を除き、禁止されています。
　野焼きは不十分な消火などによる火災の発生や、
大量に発生する煙やにおいが近所の方からの苦情に
つながります。煙や悪臭などで苦情が出た場合は、
近隣の生活環境に悪影響を及ぼすということで、廃
棄物処理法により違反となります。
　廃棄物の適正な処理を行い、自然環境・生活環境
が保全されるよう、町民の皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。

野焼き禁止の例外
①�農業を営むためやむを得ないものとして行われる
もの（やむを得ないものの例：わら屑、収穫の終
えた野菜・花き・土手の草の処分による焼却）
※廃プラスチック等の資材は、焼却できません。
②風俗習慣上、又は宗教上の行事を行うもの

③�災害の予防、応急対策又は復旧のために必要なも
の
④�国等公共団体が、その施設の管理を行うために必
要なもの
⑤たき火その他日常生活の焼却であって軽微なもの
※�例外として認められている場合でも、むやみに燃
やしていいという事ではありません。
　風向き・燃やす量・時間帯等にくれぐれも注意し
　て必要最小限で行ってください。
▶申込み・問合せ先
建設水道課建設環境室　☎ 55-2133

乳がん検診 　

ごみの野焼きはやめましょう 　

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集
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せ

催
　
し

募
　
集

ポールウォーキング
　最近、運動不足ではありません
か？
　『ポールウォーキング』はポール
(２本杖)を使って歩くことで、普
通に歩くことよりも20%～ 30%
も運動量が上がり、姿勢も良くな
る効果があります。皆さん、是非ご
一緒に楽しくウォーキングをし
て、健康になりましょう‼
▶対　象　鋸南町在住の方
▶日　程　５月14日（火）竜島方面
　　　　　中央公民館正面玄関前
　　　　　５月28日(火)�元名海岸方面
　　　　　すこやか正面玄関前
　　　　　＊10:00 ～ 11:30
　　　　　＊雨天中止
　　　　　＊６月以降の予定はお

しらせ版の「くらしの
カレンダー」にてお知
らせします。( ７～９
月はお休み)

▶持ち物　動きやすい服装・運動
靴・水筒(飲み物)・

　　　　　タオル(汗拭き)・帽子
　　　　　※両手にポールを持

ちますので、リュック
サック等でお越しくだ
さい。

　　　　　※ポールは貸出します。
▶その他　医療機関に定期的に受

診している方は、必ず
主治医に運動をしても
良いかを確認の上ご参
加ください。

▶申込み･問合せ先
　　　　　保健福祉課健康推進室
　　　　　☎50-1172

きょなん町
白キス沖釣り大会

▶日時　６月９日(日)
　　　　※雨天決行、荒天中止
　　　　受付　6:30 ～ 7:30
　　　　競技　出船8:00
　　　　　　　納竿13:00

▶場所　鋸南町元名沖～勝山沖
▶対象　小学生以上�
▶定員　200名
▶申込　所定の申込書で、観光案

内所へお申込みくださ
い。(郵送・FAX可)

　　　　締切：５月18日(土)　
　　　　※定員になり次第締め切

ります。
▶料金　大人(中学生以上)
　　　　8,500円　
　　　　小人(小学生)
　　　　7,000円　※エサ代含む
▶主催　鋸南町観光協会
▶申込み･問合せ先　
　　　　保田駅前観光案内所
　　　　☎55-1683(Fax55-1645)
　　　　9:00 ～ 17:00
　　　　※定休日：火曜日
　　　　勝山駅前観光案内所
　　　　☎55-0115(Fax55-0661)
　　　　9:00 ～ 17:00
　　　　※定休日：水曜日�

鋸南小学校春季大運動会
　元気な子どもたちの日頃の学習
成果を見られる機会となりますの
で、地域の皆様にもぜひご覧いた
だきたいと思います。
▶日時　５月18日(土)
　　　　※雨天順延
　　　　入場行進　8:40
▶場所　鋸南小学校

＊駐車は役場駐車場をご
利用ください。

▶問合せ先
　　　　鋸南小学校　☎55-0009

特選演芸会
　老人クラブ主催による「特選演
芸会」が開催されます。
　老人クラブ会員に限らず、どな
たでも参加いただけますので、お
誘い合わせの上ご来場ください。
▶日時　６月15日(土)
　　　　開会10:00
▶場所　中央公民館

　　　　多目的ホール
▶内容　◇ちくわ笛漫談
　　　　　（住宅正人）
　　　　◇太神楽曲芸（花仙）
　　　　◇民謡ショー（山本謙司）

＊お楽しみ抽選会もあり
ます！

▶料金　1,800円
＊各地区老人クラブ会長
宅及び社会福祉協議会窓
口にて取扱(当日券有）

▶問合せ先
　　　　鋸南町社会福祉協議会
　　　　☎50-1174

ガイドボランティアが語る
鋸南町の歴史と文化教室
　鋸南町の歴史・文化について、
きょなんガイドボランティアがガ
イドならではの視点で語ります。
ガイド中のエピソードを織り込ん
だ、鋸南町の新しい魅力を発見で
きる教室です。みなさんの参加を
お待ちしています！
▶日程　第１回　６月18日（火）
　　　　10:00 ～ 12:00
　　　　(今後５回程度を予定）
▶場所　中央公民館　２階
　　　　視聴覚室
▶内容　鋸山・日本寺の歴史　他
▶講師　きょなんガイドボラン

ティアのみなさん　他
▶定員　20名程度(町内外不問)
▶申込　５月13日(月) ～
　　　　※土日祝除く
　　　　＊あわせて、ボランティ

アガイドとして一緒に活
動していただける方を募
集しています。お気軽に
お声かけください。

▶申込み･問合せ先
　　　　中央公民館
　　　　☎55-4151

10町報きょなん　令和元年５月号



広
　
告

小型船舶操縦免許証の更新・失効再交付講習の開催
　場所：鋸南町立中央公民館　二階

　日程：2019 年 06 月 30 日（日）午前及び午後

　　　　2019 年 11 月中旬　（日）午前及び午後

（注）受講は事前の申込みが必要となります。
　登録講習機関：（一財）日本船舶職員養成協会関東

　 （Tel：045-623-6804 / Fax：045-622-1145）

　講師・海事代理士： 大塚 昇

　 （Tel：0470-55-0226 / 090-8814-2737）

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

　６月の味わいハイキングは、セミロングハイキン
グです。１回目は和田から那古船形までハイキング
します。早起きして、安房の名所旧跡をまわり１日
かけて房総の古道を歩きませんか。

▶日　　時
　６月１日（土）　7:00 集合
　＊雨天の場合　６月２日（日）
▶集合場所
　JR和田浦駅
▶募集人数　50人
▶会　　費
　2,000 円 ( 昼食、保険代等含む )
▶持 ち 物
　飲み物、保険証、雨具
▶案 内 人
　川崎勝丸氏（千葉県山岳史研究会）

▶コ ー ス
JR 和田浦駅 7:20 発→真浦→駒場→中三原→西
原→根方→遠藤洞→平田→明石坂→道の駅（鄙
の里）→堀の内→正木岡→稲原→ JR那古船形駅
16:00 頃着　＊昼食は途中でとります
▶主　　催
　鋸南町味わいハイキング　　　　
▶申 込 み
５月 16日 ( 木 )8:30 ～
＊定員になり次第締め切ります。準備の都合上、
前日及び当日のキャンセルは実費を負担していた
だきますので、ご了承ください。
▶申込み・問合せ先
　地域振興課まちづくり推進室
　☎ 55-1560

　道の駅きょなん内の観光物産センターの入居者を
募集します。

▶使用資格
①町内に住居を有し、物産センター店舗経営に意
欲のある人
②町税を過去 3年間滞納したことがない人
▶店舗概要
物件：15坪 (49.59㎡ )
現状：物販店舗向き (応用により他業種でも可能 )
※事前の店舗確認可能

▶使用料等
①入居保証金　75万円
②使用料　月額�3 万円　
▶申込方法
申込書 (役場 3階まちづくり推進室に備付または
町HP内『新着情報』に添付 )をまちづくり推進
室まで持参し、申込ください。
締切：５月 28日（火）17:00　　
▶そ の 他
締め切り後、面接をします。
▶申込み ･問合せ先
地域振興課まちづくり推進室
☎ 55-1560

味わいハイキング 170 セミロングハイキング ～和田から鋸南まで
セミロングハイキング（その１）～

観光物産センター（道の駅きょなん）入居者募集 　
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礼
ゆきちか

睦 く ん
０歳６か月

小澤力さん　第２子　中佐久間区

　見て見て！こんなスタイルできるようになったよ！４か月から寝返
りをして、歯も生えてきたの。これからおっぱい以外のおいしいもの
も食べられるんだって。うれしいな。春になってお花や葉っぱと一緒
に僕の髪の毛も生えそろってきたし、お姉ちゃんと一緒にお外に行く
のがとっても楽しみだよ。

人の動き　４月１日現在（前月比）
人　口　7,821 人（△ 39人）
うち男　3,766 人（△ 18人）
　　女　4,055 人（△ 21人）
世帯数　3,661 世帯（△ 1世帯）

かんたんおいしいレシピ

＜材料（4人分）＞

タチウオ・・・・中２尾

塩・・・・・・・小さじ 1/ ５

にんじん・・・・1/ ３本

たまねぎ・・・・1/ ４ヶ

しそ・・・・・・２枚

長ネギ・・・・・１本分

味噌・・・・・・大さじ１

片栗粉・・・・・大さじ２　Ａ

溶き卵・・・・・１/２ヶ

油・・・・・・・適量（揚げ油）

わかめ・・・・・適量

サニーレタス・・２枚

かぼす /レモン /ゆずなど・・１ヶ

新たな元号“令和”となり“町報きょなん”も
紙面を刷新しました。より多くの情報を見やす
く発信してまいります。

浮島揚げ（白身魚のすり身揚げ）
すり身の形を鋸南の「浮島」に見立てて作りました！

アジや他の白身魚でも作れます。

☆ワンポイントアドバイス☆
油で揚げる際は、こげやすいので油の温度が高温になり

すぎないよう注意してください。

作り方
①�タチウオは３枚におろしてすり身にし、塩を加えて粘りが出るまで

する。

②にんじん・たまねぎ・しそ・長ネギはみじん切りにする。

③１にAを加えて混ぜ、２も混ぜる。

④�３を８等分し、片手に具をのせてにぎって、指の形で山形を作り、

170℃に熱した油で揚げる。

⑤器に盛り、わかめ・サニーレタス・かんきつ類を添える。�

※�すり身になっているものを使う場合、味付けがしてあれば塩と味噌

は加えずに作ってください。

片栗粉と溶き卵は、すり身の固さに合わせて調整してください。

協力：鋸南町食生活改善協議会
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